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BWR 装荷を目標とした事故耐性の高い改良ステンレス鋼（FeCrAl-ODS 鋼）燃料被覆管の実用化開発を進

めている。本発表では平成 28 年度に得られた成果の全体概要を紹介する。 
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1. 緒言 

事故耐性の高い BWR 燃料被覆管材料として FeCrAl-ODS 鋼を開発している。平成 27 年度は各種解析に

必要な材料物性データを取得すると共に、現行材(Zry 材)を FeCrAl-ODS 鋼等に置換した各種解析により炉

心の成立性、設計成立性の確保、事故及び過酷事故時における事故進展緩和効果を確認した(1)。本発表で

は、平成28年度に実施した照射試験を含むより総合的な取り組みにより得られた成果の概要を紹介する（詳

細は別途、本学会にてシリーズ発表する）。 

2. 成果概要 

2-1. 既存軽水炉に装荷した場合の影響評価 

 平成 27 年度は、現行の Zry 製 9×9 燃料の燃料被覆管を FeCrAl-ODS 鋼に置換した場合を想定し、被覆

管肉厚を約半分(0.35 mm)にすることで現行材と同程度の炉心の成立性、設計成立性が確保できる見通しを

得た。平成 28 年度は、被覆管肉厚をさらに減肉(0.30 mm)することで、ウォータロッド、チャンネルボック

スを FeCrAl-ODS 鋼に置換しても同程度の成立性が維持できることを確認した。安全解析では、平成 27 年

度と異なるコードで解析を行い、コードに依存せず事故進展抑制効果が得られることを確認した。 

2-2. 解析・評価に必要な材料物性データ等、欠落データ取得 

現行の約半分の肉厚で 1 m 超の燃料被覆管（9×9 燃料）を製作し、製造性に問題がないことを確認した。

また、被覆管材の集合組織を模擬した圧延板材を製作し、海外試験炉における中性子照射試験を開始した。

さらに強度試験、高温水中腐食試験、溶接・接合試験や高温水蒸気酸化試験等の通常運転時から事故時ま

での適用性評価に必要となる各種物性データを取得し、軽水炉への適用性に問題がないことを確認した。 

2-3. 照射試験計画の検討 

燃料のふるまい解析に必要となる照射材の物性データを取得するため材料照射試験を計画して一部開始

した。また、ふるまい解析の妥当性評価に必要となる模擬燃料棒の照射試験の計画を検討した。 
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